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子どもの育ちを地域で支えるワンストップ・サービスの開発
－大学における「地域子どもサロンたんぽぽ」の事例から－

The Community Development Project of One-stop Services for Disabled 
Children and Their Parents : Case-study Evidence from “Tanpopo”Group

（2015年３月31日受理）
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要　　　　　旨

　本稿は，障害のある子どもと家族，本学子ども学部学生及び教師ボランティア，地域の児童福祉専門職が協働して実

践する，「地域子どもサロンたんぽぽ」の事例を検討し，現段階での到達点と課題を明らかにすることを目的とする。「地

域子どもサロンたんぽぽ」の実践記録，事業計画書及び報告書，利用者へのアンケート調査結果，支援者へのインタビュー

調査結果をもとに事例を作成し，ソーシャルワーク・プロセスである①アセスメント，②支援計画策定，③介入と評価

において整理・検討した。その結果，大学における活動が，障害のある子どもと家族にとって，専門機関と地域との中

間地点として機能していることが明らかとなった。一方で，子どもと家族が地域子育て支援を含めた諸サービスを当た

り前に利用するための，地域の支援者養成，個別支援プログラムの開発などの課題も見えてきた。

１．は　じ　め　に

　子どもたちの健やかな育ちを願う地域子育て支援が，

拡がりを見せている。子育てサロンや子育て広場など，

親や地域の人々が主体となった子ども支援の場が，より

一般的になっているⅰ。地域子育て支援は，1989年のい

わゆる「1.57ショック」を契機とし，1994年の「エンゼ

ルプラン」をはじめとした少子化対策の流れにおいて取

り組まれてきた（内閣府2014）。しかしながら，児童福

祉の視点から捉えれば，重要なことは，一人ひとりの子

どものニーズがどのように満たされているかであると思

われる。地域子育て支援の取り組みが広がる中で，一人

ひとりの子どもにとっては，社会の変化に即した新しい

育ちの環境，地域支援の仕組みが用意されるようになっ

てきたといえる。このことは，国連児童の権利に関する

条約第９条に示される「親と一緒に地域で暮らす権利」

（小口ほか1995：49-52）の実現であり，また国連「代替

的養護に関する指針」に示される「代替的養護の必要性

の予防」のための「親による養護の促進」（厚生労働省

2009：7-9）であると位置付けることができる。

　すべての子どもの親と一緒に暮らす権利を護るため，

社会的養護の予防的支援として，地域子育て支援活動に

何が求められるだろうか。私たちの暮らす社会は，世界

的な経済不況，地球規模の環境問題，異なる文化間の対

立など，目まぐるしく変化を続け，様々な問題を抱えて

いる。特に社会問題からの影響を受けやすい子どもと家

族―経済的に困窮した状況にある子どもと家族，親と離

れて児童養護施設や里親家庭で暮らす子ども，病気や障

害のある子どもと家族，ひとり親家族など―が存在する。

こうした支援の優先性の高い子どもと家族へは，特に，

確実に支援が届くようにするための政策及び実践が必要

とされる。ここで重要なことは，支援を必要とする子ど

もと家族に特化したサービスが提供されることだけでな

く，誰もが利用する地域子育て支援を当たり前に利用で
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きることであると考える。たとえば，Marchant（2001）は，

「障害のある子どもの基本的ニーズは，障害のない子ど

ものニーズと異なるものでない」（p219）と述べている。

子どもの視点から捉えれば，特定の支援課題に対応する

専門職にのみ囲まれた暮らしではなく，すべての子ども

が日常的に有する時間や空間，人々の存在や機会が育ち

において重要となる。すべての子どもにとって「当たり

前の育ち」を保障するため，地域子育て支援においては，

より支援の優先性の高い子どもと家族の利用も視野に入

れ，すべての子どもの普遍的ニーズを満たすことが期待

される。その際，子どもと家族にとって身近な場である

子育てサロンが果たす役割は大きいと思われる。

　地域子育て支援の代表的な形の一つとして，身近な地

域で広がりを見せる子育てサロンであるが，先行研究を

見ると，論文の発表数はそれほど多いとはいえないⅱ。

しかしながら，社会福祉協議会（藤野町社会福祉協議会

2003），民生委員・児童委員（山根2004），公民館（楠橋

2005）など多様な機関や場所での活動が報告されている。

大学等の教育機関における子育てサロン活動の報告も見

られ，たとえば長谷中（2009）は，保育士養成課程にお

ける子育てサロン活動を通した学生の教育プログラムを

分析しており，藤田（2013）は，大学施設を利用した発

達障害支援における子育てサロン活動についての実践研

究を行っている。前述のように，支援の優先性の高い子

どもと家族の利用を視野に入れ，必要に応じて専門的支

援につなぐことのできる地域子育て支援を実践するため

には，子ども支援に専門性を有した研究および教育機関

として，大学が果たす役割は大きいのではないかと考え

る。本稿においては，とりわけ地域の中で支援を要する

障害のある子どもの育ちに着目し，本学において実践さ

れた「地域子どもサロン」活動の事例を検討したので，

報告する。

２．研究目的・研究方法

　本研究においては，本学における「地域子どもサロン

たんぽぽ」（以下，「子どもサロン」と標記する。）の実

践事例を検討し，子どもの育ちを支える支援としての到

達点と課題を明らかにすることを目的とする。

　研究方法としては，事例研究の手法を用いる。「子ど

もサロン」の実践記録，事業計画書及び報告書，利用者

へのアンケート調査結果，支援者へのインタビュー調査

結果をもとに事例を作成し，ソーシャルワーク・プロセ

スであるアセスメント，支援計画策定，介入と評価にお

いて時系列に整理した。さらに，各段階における支援の

あり様をマッピングし，事例検討を行った。

 

３．研　究　結　果

（１）アセスメント（2009年度～2010年度）

①先行実践：本学子ども学部における子育てサロン「は

らっぱ」の活動

　本学においては，「子どもサロン」の実践に先立ち，

2009年４月より，地域の子どもと親，子ども学部の学生

及び教師ボランティアによって結成された子育てサロン

「はらっぱ」（以下，「子育てサロン」と標記する。）が活

動してきたⅲ。学内「子育て支援室」を拠点とした２年

間の実践を経て，運営の主体者であった母親らが支援力

を高めてきたことを大学教師らは踏まえ，2010年度末を

もって「子育てサロン」は，活動拠点を地域へ移した（上

田ら2011）。「子育てサロン」の活動に加わった学生及び

教師もまた，この実践を通して，それぞれの専門性を基

盤とする支援力を高める経験を得た。

　この活動に関わった大学教師らは，「次の課題は，障

害のある子どもやひとり親家族の子どもなど，地域の中

でより支援の優先度の高い子どもたちに着目し，新たな

資源を開発することである」と認識した。その理由は，「子

育てサロン」には，障害のない両親のもとで育つ子ども

たちのみが参加していたこと，「より支援を必要とする

子どもと家族が利用できるにはどのようにすればよいの

か」と運営主体である母親や大学教師らが考えたことが

挙げられる。

②障害のある子どもと家族のニーズ把握と援助関係の確

立：「岡山市手をつなぐ育成会」及び児童デイサービ

ス「ももっこ」との連携

　さらに，「子育てサロン」とおよそ同時並行に実践さ

れた以下の２つの連携を通して，障害のある子どもと家

族の支援ニーズを発見するとともに，子どもと家族－学

生と大学教師間での援助関係を確立していったことも，

「子どもサロン」活動への動機づけとなった。
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ⅰ「岡山市手をつなぐ育成会」との協働支援

　2010年６月より，「岡山市手をつなぐ育成会」（以下，「育

成会」と標記する。）と本学子ども学部の学生及び教師は，

障害のある子どもたちの余暇支援プログラムをともに組

み立て，実践している（槙尾ら2011）。教師がコーディネー

ター役を務め，「日頃なかなか実現できない，子どもが

やってみたいと思う活動」を中心に，「育成会」の母親

たちと学生ボランティアが一緒にプログラムを組み立て

たⅳ。この余暇支援プログラムを通して，子どもたちに

とっては，地域において，兄や姉のような存在である学

生と出会い，学生たちと一緒に楽しい体験を得ることが

できた。参加した学生たちは，子どもたちとの活動，「育

成会」の母親たち・教師も参加する活動後の反省会，勉

強会などを通して，参加する子どもたちとの信頼関係を

築いていくとともに，徐々に支援力を高めていった。

ⅱ児童デイサービス「ももっこ」との連携

　障害のある子どもたちが放課後や休日などに利用する

「療育センターももっこ」（開設当初の名称は「児童デ

イサービス」，以下「療育センター」と標記する。）は，

2010年度より本学との関わりを持つようになる。「療育

センター」のサービス管理責任者が本学子ども学部教師

（小児神経科専門医）へ親支援についての助言を受けた

際，子ども学部内子育て支援室を紹介されたことや，子

ども学部の別の教師（児童福祉）が主催する研究会へ参

加した際，大学内での「子育てサロン」活動を知ったこ

とであった。これらの関わりを通して，サービス管理責

任者は本学子ども学部の教師らと知り合い，大学内にお

ける障害のある子どもたちのための「子どもサロン」活

動開始を目指すようになる。

　サービス管理責任者は，以前，知的障害児入所施設に

勤務しており，子どもたちや親たちとの関わりの中で，

地域における障害のある子どもたちの支援ニーズに気づ

いていた。それは，「障害のある子どもにとっては，地

域の中に子育てサロンのように，友達と一緒に集える場

所がなく，社会性を身につける機会が限られている」「障

害のある子どもを子育てサロンや公園に連れていくこと

は，他児に対して親が気兼ねしてしまうためできない」

「療育の場以外に子どもがのびのび遊ぶことのできる場

所が必要である」というものであった。

　以上のように，①本学における地域と大学との協働に

よる「子育てサロン」先行実践の経験，②－ⅰ障害のあ

る子どもの余暇支援における学生ボランティア活動，②

－ⅱ「療幾センター」サービス管理責任者による，障害

のある子どもの地域支援ニーズへの認識が互いに結びつ

き，本学において，地域と協働し，障害のある子どもと

家族が集う「子どもサロン」活動を開始することとなっ

た。このアセスメントの段階における支援のあり様を，

図１に示す。

図１　アセスメント（2009年度～2010年度）

 

（２）支援計画策定（2011年２月～10月）

　2011年２月より，「子どもサロン」の活動開始に向け，

本学子ども学部の学生ボランティア及び教師，サービス

管理責任者それぞれにおいて，具体的な準備を進めた。

まず，コーディネーター役の教師は，サービス管理責任

者と相談しながら，2011年度の１年間の支援計画を策定

した（表１）。支援目的は，①子どもが地域の他の子ど

もや学生たちと出会い，楽しい遊びを経験すること，②

親が地域の他の親と出会い，ほっと一息つける場を提供

すること，③子どもの育ちに関わって専門家に相談でき

る場を提供することの３点である。支援対象は，デイサー

ビスを利用している子ども（幼児から小学校低学年程度）

とその家族とし，子どもたちが安心して参加できる環境

を確保するため，１回10家族を定員とした。子ども学部

の学生ボランティア，教師，サービス管理責任者が活動

の企画・実施を担当することとし，場所は本学子育て支

援室とした。この支援計画書は，「岡山県いきいき子育

て応援事業」への申請時にも活かされ，「子どもサロン」

の活動は同助成事業として受理され，2011年度の活動資
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金を得ることとなった。

　子どものニーズを満たす活動を開始し，継続するため

の最初の取り組み課題は，直接支援の担い手である学生

ボランティアの養成であった。教師は自身のゼミ生を中

心に，障害のある子ども支援に関心のある学生たちに声

をかけ，10名ほどの学生グループを作った。2011年８月

より，学生たちは「療育センター」へ毎週５名ずつがボ

ランティアとして通い，利用者である子どもたちと出会

い，お互いに知り合っていった。子どもの支援に関わる

中で，学生たちは障害の特性を理解し，支援技術を身に

つけていった。詳細な毎回の活動プログラムについては，

2011年９月～10月にかけて，学生ボランティアと教師が

準備を進めた。また，参加者募集については，「子ども

サロン」の主旨や活動内容が分かるチラシを作り「療育

センター」利用者に配布し，親からの問い合わせについ

ては，デイサービスの職員が対応した。

　以上に述べた支援計画策定の段階における支援のあり

様を，図２に示す。

（３）介入と評価（2011年度～2014年度現在）

①2011年度

　「子どもサロン」最初の活動は，2011年11月からである。

毎月１回，本学子ども学部棟子育て支援室において実施

した。活動は，土曜日あるいは日曜日の午前中約2時間

行われ，内容は，手遊び，歌，絵本の読み聞かせ，工作

などであった。参加人数は，平均して５家族程度（子ど

も７，８人，親５人程度）が参加し，学生ボランティア

が６，７名程度，教師２名であった。学生ボランティア

らは，環境構成や時系列に沿った詳細な活動内容や役割

分担を記載した活動計画書を作成し，それに即して実際

の支援を展開していった。毎回の活動後には，学生ボラ

ンティアと教師による反省会が行われ，学生がその記録

を作成した。

　子どもたちは，すでにデイサービスで顔見知りになっ

ていた学生ボランティアが「子どもサロン」にいたこと

により，安心して活動に参加することができた。また，

デイサービスと環境構成を同じにしたり，活動プログラ

ムの流れをできる限りデイサービスのそれと近づけるよ

うにしたりという配慮により，子どもたちは落ち着いて

活動を楽しむことができた。また，親たちからは，「楽

しかったので，また来月も参加したい」「今日は一日落

ち着いて過ごすことができて，とても良かった」との意

見が聞かれた。その一方で，活動プログラムを学生のみ

で考え，計画した点が反省点とされ，翌2012年度からは

子どもの意見を大切にしたプログラムを企画することが

表 1　「地域子どもサロンたんぽぽ」2011年度　支援計画

支援目的 ①子どもが地域の他の子どもや学生たちと出会い，楽しい遊びを経験すること

②親が地域の他の親と出会い，ほっと一息つける場を提供すること

③子どもの育ちに関わって専門家に相談できる場を提供すること

支援対象 「療育センター」を利用している子ども（幼児から小学校低学年程度）とその家族

＊定員：１回につき10家族（子どもたちが安心して参加できる環境の確保のため）

企画・実施担当者 子ども学部の学生ボランティア，教師，サービス管理責任者

＊毎回の活動プログラムは，学生ボランティアと教師が作成

場所 本学子育て支援室

開始への準備 ・活動資金…「岡山県子育ていきいき応援事業」への申請

・学生ボランティア養成…「療育センター」におけるボランティア活動への参加

・子どもと親への周知…チラシを作成し，「療育センター」利用者に配布

図２　支援計画策定
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課題とされた。

　一方，参加した親たちは，子どもたちが学生たちと一

緒に遊んでいる姿を見て安心し，親同士でゆっくり休息

できる時間を確保し，日々の子育てに関する悩みを語り

合うことができた。親同士の会話の中から，「今度は同

じ保育所に通っている友達も誘ってよいか」と，親自身

からの発信によって，参加者の拡がりを見せた。さらに，

2012年１月・２月のサロン開催時には，「療育センター」

職員，本学子ども学部教師である小児神経科専門医など

による「子育て相談会」を実施した。

②2012年度

　前年度の反省を踏まえ，2012年度は「子どもを中心と

した活動プログラム」が「子どもサロン」の活動方針と

された。学生たちは，子どもが望む活動を知るためには，

子どもといつも生活を共にしている親や日常的に子ども

を支援しているサービス管理責任者からの意見を聞くこ

とが重要であると考えた。そこで，「子どもサロン」に

参加している親とサービス管理責任者と一緒に活動プロ

グラムについて話し合う機会を持った。ある親から，「お

店屋さんごっこをしてみてはどうか」という提案を聞き，

その提案を反映したプログラムを９月に実施した。活動

後の親を対象としたアンケート調査からは，回答した６

名全員が子どもが活動を「楽しんでいた」「やや楽しん

でいた」と答えており，「本物に似たおもちゃのお金で

やりとりができたことや，物をもらうことを楽しんでい

た」「学生に優しく，楽しく接してもらい，笑顔もたく

さん見られた」という記述が見られた。

　2012年における活動において，子どもたちは学生と一

緒に楽しい時間を過ごし，親たちは子どもの楽しんでい

る様子を見て安心し，参加者である子どもと親にとっ

て，地域の大切な居場所の一つとなっていった。しかし，

2012年度においては，平均して3家族と，参加者が少なく，

地域への情報提供が不十分であることが課題として認識

された。具体的には，保育所や学校，小児科など，専門

機関と協力し，子どもと親への情報提供の工夫が必要で

あると，学生たち及び教師たちは考えた。さらに，固定

されたメンバーではなく，地域の支援者を探し，「子ど

もサロン」の活動に巻き込む方法を探ることも翌年度の

課題とされた。

③2013年度

　2013年度は，子どもたち（親も含む）の意見を取り入

れたプログラムが定着したことにより，活動がより活発

化し，リピーターが増え続けた。10家族限定で始めたが，

最終的には，18家族へと参加者が膨らんでいった。参加

受付は大学が担当していたが，参加人数の把握が不十分

なこともあり，結果として参加人数が増え過ぎ，子ども

達の安全保障が難しくなる懸念が抱かれた。このことを

踏まえ，次年度より，参加受付については，期限を決め，

「療育センター」において行うことにした。先着順，子

ども20人（きょうだいを含む）までという原則を守るこ

とを徹底することとした。

　年度末には，参加者である親を対象としたアンケート

調査を実施した。サロン開催時に質問紙を直接配布し，

自宅において回答してもらった。その結果，回答した４

名全員が活動に参加して「とても良かった」「良かった」

と答えており，その理由として「子どもたちが毎回行く

のを楽しみにしている」「子ども自身も活動を楽しんで

いるし，親としても先生に相談できたり他の保護者の方

と話ができたりする」などが記述されていた。一方，「参

加者が療育センターに通っている子どもばかりなので，

安心して活動ができた」との記述もあり，地域の他の子

どもとの交流の難しさも把握された。

④2014年度

　2013年度の反省を踏まえ，参加受け付けの方法を改善

したところ，参加者数が適切にコントロールされ，子ど

もが安全な環境の中で活動することができるようになっ

た。

　継続的に参加している子どもは，「子どもサロン」開

始以降４年間通ってきており，「子どもサロン」が休日

の居場所の一つとなっている。また，新しく入ってきた

親子に対しては，ベテラン親子がアドバイスし，初参加

の活動においても親子ともに楽しく参加できている姿が

多々見受けられた。親同士の会話も弾み，親たちのピア

サポートとしての場所にもなりつつある。

　以上，2011年から2014年度現在までの介入と評価の段

階における支援のあり様を，図３に示す。
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図３　介入と評価

 

４．考　　　　　察

（１）「子どもサロン」活動の到達点

　まず，「子どもサロン」活動の到達点について述べる。

アセスメントから支援計画，介入・評価に至るまでの図

１～図３に示したとおり，「子どもサロン」参加者であ

る子どもたちの日常生活の世界に拡がりが見られる。「子

どもサロン」へ参加する前の「障害児向けサービス」や

専門職に囲まれた暮らしから，大学という地域の一施設

へ日常的に通うようになることにより，子どもとして当

たり前な地域での暮らしへと近づいたといえる。障害の

ある子どもと家族にとって，「子どもサロン」がフレン

ドリーであった点は，以下に挙げられる。

―「子どもサロン」には，子ども学を学び，将来の児童

福祉専門職を目指すメンターとしての学生がおり，子

どもにとって一緒に楽しい活動ができること。

―地域にある大学に出かけていき，他の子どもや地域の

大人と出会えること。

―親は，親同士で悩みを話し合ったり，子どもが他の大

人と関わる様子を観察できたりすること。

―児童福祉や医学，心理学などの専門家が毎回参加して

おり，親にとっては，通常の生活場面で気軽に子育て

に関する相談ができること。

　広く一般に開かれている地域子育て支援を利用するこ

とは，より困難な状況にある子どもと家族にとって，イ

ンフォーマル資源との出会いを得るという重要な意味が

ある。なぜなら，そうした子どもと家族の暮らしには，「障

害児向けサービス」など支援課題に特化した支援や専門

職など，フォーマル資源ばかりの生活になりがちだから

である。子どもが一人の子どもとして育つためには，同

世代の他の子どもたちが当たり前に有している社会資源

を利用しながら，その子どもの発達特性に応じた付加的

サービスを補完することが重要である。また，多くの子

どもと家族にとって，何か心配なことがある際，専門機

関を訪れて相談することは，きわめてハードルが高い行

為である。「子どもサロン」のような，日常的な暮らし

の場面に子どもに関する専門家がおり，活動の延長線上

に，子どもや親が気にかかることを気軽に相談できる環

境を整えることは，予防的支援において有効であると考

える。

　以上のように，大学における「子どもサロン」は，専

門的サービスと地域との中間地点に存在する，障害のあ

る子どもと家族にとっての地域への橋渡し的役割を果た

していると捉える事が出来る。

（２）子どもの育ちを支援する大学の役割

　次に，本事例において大学が果たした役割について考

察する。大学の役割とは，教育と研究を通して社会貢献

することであり，地域における社会資源の一つであると

思われる。学生たちは，「子どもサロン」でのボランティ

ア活動を通して，専門職として必要とされる自らの力を

発達させる機会を得た。単に毎回の活動へ参加するだけ

では決してなく，まずは大学での講義や演習等の学習に

おいて基本的価値観や知識・技術を身につけ，それらを

実践に活かす場が，「子どもサロン」における活動であっ

た。そして，毎回の活動後には実践経験を持ち寄り，「子

どものニーズを満たす支援ができたか」を確認するため

に，仲間や教師との評価検討作業を行った。この一連の

プロセスを通した学びが，きわめて重要であると考える。

学生たちは，こうしたプロセスを通して，子ども支援に

関する理論を実践に援用する力，文章を書く力，他者と

対話・議論する力などを獲得していった。

　一方，教師らは，学生たちが上記のように専門職とし

ての力をつけていくことを助ける教育を実践した。「子

どもサロン」における活動が，学生たちにとっての実践

的学習の機会となるよう，活動において学生が経験する

ことの一つひとつの意味合いを，専門的観点から一緒に
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確認していった。すなわち，子ども支援におけるスーパー

バイザーの役割である。この役割はまた，地域に対して

も同様である。専門職に対しては，現職教育という文脈

においてスーパービジョンが欠かせないのは言うまでも

ないが，地域のボランティアや親たちもまた，専門的助

言を必要としている。「子どもサロン」は，大学教師が

最新の研究内容を，一般の人々の暮らしに役立つよう，

わかりやすく伝える場でもあった。

（３）今後の課題

　一方で，活動を通じて課題も明らかとなってきた。そ

れは，「子どもサロン」は顔見知りの子どもと家族，支

援者による「障害のある子どもたちが参加する」活動で

あるから，子どもと家族も落ち着いて参加できていると

いう状況から垣間見える。現時点では，地域の中に障害

のある子どもと親が安心して過ごせる場が増えたこと

は，評価できる点であるが，長期的視点に立つと，一般

の地域子育て支援を利用する道筋をさらに探っていく必

要性も見えてくる。たとえば，今後の具体的取組課題と

しては，地域住民の中から支援の担い手となるボラン

ティアを見つけ出し，支援力を引き出していく活動が求

められる。現在は，大学及び「療育センター」職員によっ

て支援が行われているが，さらに地域の人々をどのよう

に「子どもサロン」に巻き込んでいくかが重要となると

思われる。

　また，「子どもサロン」はグループ支援の提供の場で

あるが，学生ボランティアが子どもと一緒に外出するな

ど，今後は，暮らしの中での個別支援プログラムも開発

していく必要がある。この活動もまた，子どもたちが地

域で暮らしていくために必要な支援の一つとなる。さら

には，「子どもサロン」参加者の子どもたちは現在，小

学生であるが，中高生になっていくと，教育や性の健康

なども含む，発達段階に応じた異なる支援が必要となっ

てくる。児童期を見通した支援の構築が求められる。よ

りマクロ的視点に立つと，障害のある子どもが地域で暮

らしていくために，社会の側にある問題が見えてくる。

たとえば，屋外で障害のない子どもと同じ場所で遊ぶこ

とはまだ難しい，公園などに支援者がいない，不審者等

防犯上の不安，お金を使わずに遊べるところが少ないな

どが挙げられる。こうした問題に対応するためにも，地

域の支援力を引き出しつつ，一人ひとりの子どもの発達

段階に応じた支援を組み立て，実践していくことが求め

られている。

５．こ　れ　か　ら

　大学には，学問の世界と地域との橋渡しをし，学問に

おいて得られた研究成果を，実社会へ確実に還元してい

く責任があると考える。とりわけ，児童福祉に携わる者

は，調査研究を通して，地域における支援ニーズや優れ

た実践を広く一般に伝える活動が必要とされ，支援を必

要とされる子どもと家族の声を社会に伝える使命を有す

ると捉えている。今後も，地域と協働した子ども支援活

動を通して，すべての子どもが安心・安定して育つこと

のできる社会を創るため，子どもと家族，地域の支援者，

学生とともに，実践研究を継続していきたい。
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註

ⅰ国庫補助の対象であり，市町村が実施主体である「地

域子育て支援拠点事業」は，平成25年度におい

て，全国に6,233か所実施されている（厚生労働省

2013）。また，全国社会福祉協議会が提案する地域

福祉活動・事業の一つに地域の高齢者・障害者・子

育て家族等を対象とした「ふれあい・いきいきサロ

ン」があり，特に子育て家族を対象とした活動は「ふ

れあい子育てサロン」と呼ばれ，全国の社会福祉協

議会において活動が展開されている（全国社会福祉

協議会地域福祉部）。

これらの活動は，事業により名称にばらつきがある

が，本稿では，「地域において子どもと家族，支援

者が集い，子どものニーズを満たす諸活動及び家族

支援が展開される拠点」との意味において，「子育

てサロン」という用語を用いることとする。

ⅱ文献データベースCiNiiにおいて「子育てサロン」の

キーワードで検索した結果，2002年～2013年の間に

35件の文献が発表されていることが分かった（2015

年３月12日現在）。

ⅲ子ども学部棟の子育て支援室において，2009年度は月

１回，2010年度は月２回の頻度で，午前中に実施さ

れた。平均して５～６家族が参加し，子どもたちは

学生や地域ボランティアと一緒に遊び，運営の主

体者である母親らはその間にミーティングを行っ

た。2009年10月からは父親サロンも２か月に一度開

催されるようになった。また，サロン参加者である

母親やボランティア向けの子育てに関する勉強会も

開催され，子ども学部の教師が講師を務めた（上田

2011）。

ⅳ2010年度においては，太鼓サークル，ダンスサークル，

親子料理教室など計14回の活動が実施された。それ

ぞれのプログラムにおいて本学学生サークルのメン

バーが中心となり，ボランティアとして「育成会」

会員である子どもたちと一緒に余暇活動を行った

（槙尾2011）。


